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◆ その他の調査
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事務所用ビル建設にともなう発掘調査。左京三条一坊
二坪の東辺で坪中心より北によった位置にあたる。調査
区は南北９ｍ、東西11 . 6ｍ・堆本脳序は上から耕作土、
床土、灰褐土、灰褐粘質土、褐色砂（遺櫛確認面) 。
奈良時代のものと考えられる総柱建物SB7150、掘立柱
南北棟建物SB7153､南北塀３条､東西塀１条を確認した。
このほか、性格・時期不明の侭討i S X 7 1 5 7も検出した。
S B7150は桁行・梁間ともに柱間６尺等間で南北３間、東
西２間以上。SB7153は桁行・梁間ともに柱間6. 5尺等間
で桁行３間以上×梁間２間。SX7157は長さ・幅約80ｃｍ、
厚さ約40ｃｍの花尚岩２つを据付穴を掘って安侭したも
の。S B7 1 5 0よりは新しい。

今回、比較的密に分布する小規模な建物と塀を検出し
た。これは坪の中心部から外れるという調査区の位慨と
関連するかもしれない。 （加藤真二）

調査区は昨年度におこなった第269 - 1次、および第
269- 13次調査区の南方に位慨し、法華寺によって条坊の
乱れる東二坊大路の北延長部と、一条条間路のi j I i 延長部
にあたる。本調査区の北辺が一条条間路の南側櫛推定位
世にあたるため、部分的に北に拡張した。検出した遺椛
は、２棟の掘立柱建物の西南隅部分と、中世の上坑、そ
れ以前の井戸などで、条坊遺構は検出されなかった。ま
た、建物はいずれも既調査区とはつながらない。本調査
区は昨年度調査の所見( 269- 1. - 13次調査『年報1997-Ⅲ』）
どおり、通常の坪よりも大きな而積をしめる左京一条二
坊十五坪の南東端の一郭としてよかろう。（箱崎和久）
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図９４第2 8 2 - 2 次調査遺構平面凶１：１５０

図９５第2 8 2 - 4 次調査遺構平面図１：ｇＯＣ
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原稿を掲戦して９年の年月が経過し
た。平城調秀部員が、4 0 0字以内とい
う制限の中で書きつづってきた小論

平城宮跡発掘調査部が199 7年度に実施した発掘調査
で、本巻に掲載しなかったものを表2 0に示す。

◆『むれしかｊｌｏｏ回
奈良県警察の月刊誌・『むれしか」
の表紙裏に、発掘成果をもとにした

地区

表２０１９９７年度その他の調査一覧表

３その他の調査一覧

平城専こらむ柵④

表２０１９９７年度その他の調査一覧表
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282- 5

282- 9

282- 15

右京三条一坊十六坪

左京三条二坊六坪

ｨ 京三条- . - 坊九坪

上方遺跡

頭塔（史跡整備）

発掘区

東西３ｍ× 南北４ｍ
東西７ｍ×南北5 . 2 ｍ

東西４ｍ× 南北７ｍ
L 字型トレンチ（幅約３ｍ、
東西2. 8ｍ×南北８ｍ）

L 宇型トレンチ（I 陥約60ｃｍ、
東西5. 9ｍ×南北3. 4ｍ）

検出遺構

中世以降の洲・- 上坑など －－

東西方向に並ぶ柱穴２雌と南北識１条
既洲在区との関係から奈良時代の辿構

捌立柱縦穴２基（時期不明）
浅い谷状をなす地１１１而の落ち込み
奈良時代の瓦片を含む終地土で埋め立てる

第７段石秋解体にともなう調査
第７段石硫雌下段部分を検出

出土遺物
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平瓦８点

平瓦５点、丸瓦４＃
平凡6 9点、丸瓦2 3点

粁平瓦6732F a型式１点、
平瓦1 5 点、丸瓦７点

( 、丸瓦14点、螺１


